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業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 当社は平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）の連結業績予想について、

平成 19 年 12 月 26 日付「合弁契約解消のお知らせ」にて発表いたしました連結業績予想を下記の

とおり修正いたします。また、平成 20 年 3 月期の個別業績において特別損失の計上及び繰延税金

資産の取崩しを行うことといたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 20 年 3 月期の連結業績予想の修正について 

（１）連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 137,400 5,300 6,400 2,700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 138,500 4,700 5,100 200 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,100 △600 △1,300 △2,500 

増 減 率            （％） 0.8 △11.3 △20.3 △92.6 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
128,245 6,005 7,502 4,687 

 

（２）修正の理由 

 売上高につきましては、年明け以降、生産調整による需要の低下が一部でみられましたものの、

主として自動車関連機器の需要が堅調に推移しましたため、前回予想を上回る見込となりました。

一方、利益面につきましては、引き続き原材料費の上昇がある中、年明け以降、デジタルＡＶ機

器関連や、携帯電話向けの一時的な需要低下もあって、高付加価値製品の売上が予想を下回った

ことにより、営業利益、経常利益ともに前回予想を下回る見込みとなりました。また、繰延税金

資産の回収可能性を慎重に検討した結果、一部取崩しを行うため、平成 20 年３月期（平成 19 年

４月１日～平成 20 年３月 31 日）の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 



※上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確

定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化により、上記予想数値と異なる場合があ

ります。 

 

２．特別損失の発生について 

 

（１）関係会社株式評価損 (個別) 

   当社が保有している関係会社株式の評価減をおこなったことにより、関係会社株式評価損

776 百万円を特別損失に計上いたします。 

 

 

（２）事業構造再編費用 (個別) 

   国内の事業構造再編計画の実行にともない、今後発生が見込まれる損失金額として、事業

構造再編費用 1,963 百万円を特別損失に計上いたします。 

 
 
３．繰延税金資産の取崩しについて  
   当期の業績等を勘案し回収可能性を慎重に検討した結果、繰延税金資産の取崩しを行うこ

とといたしました。これにより連結で 921百万円、個別で 1,243百万円の法人税等調整額を
計上いたします。 

 
 
 
 
 
 

以  上 


